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HiTOkiNAKANISHJI

Abstract:FivespeciesincludingToura一ienp)antswhichwerenewlyfoundinNagasakjPrefectureandeightrare
specleSWeredescribedinthispaper.ThedistributionmapofCorermatsumuraeintheprefecturewasHlusLraled.

は じめ に

本研究は長崎県のフロラの解明を目的とする

もので,主として外山 (1980)の ｢長崎県植物

誌｣および松林 (1981)の｢長崎県シダ植物誌｣

の目録に記されていない,いわゆる県新産の植

物と,希産種の産地追加を記録する.記載の形

式は前回までと同様である.

県新鹿の植物

新鹿の在来種

310.ヤマメカポAgrDStL'scLovotaTrin.(イネ科)

佐世保市木原町【伊万里4,4929-66-07],60

m,May13.2002,(No.19269);諌早市月津

町 [肥前′ト浜3,4930-10-821,20m,May25.

2002,(No.19439);諌早市五家原岳仏の辻 [諌

%3,4930-30-36],960m,June8.2002,

(No.19442)

これまで長崎県から報告されていないが,佐

賀県にはまれに産することが知られている (局

場1981).長崎県では上記の産地以外に,山地を

中心に生育しているものと思われる.ヌカポに

似ているが,花序がまばらであるし,包頴がほ

ぼ同じ大きさであることなどにより区別できる.

新産の帰化植物

311.ニワナズナLobLLLarL'a marL'(ime (L.) tm .

(アブラナ科)

長崎市伊王島町馬込 [長崎4,4929106-22],

3m,May3.2005,(No.19983)

庭園に栽培されるが,種子で容易に繁殖する

ため,各地で逸出している.裸地などに先駆的

に生育しているが,他の植物との競争には弱く,

すぐに消滅する.

312.キバナスズシロEnJCa l･eSicaria (L.)Cav.

subsp.saliva(Mi日.)TheL).(アブラナ科)(図1)

西彼杵郡長与町塩井崎[大村4,4929-27-30】,

3m,Apr.24.2004,(No.19992)

地中海沿岸原産で,サラダ用に輸入され,ロ

ケットの名で宙が売られているが,逸出してい

ることが知られている.長崎県でも長与町の空

き地の緑に野生化しているのを発見した.

図1.キバナスズシロ

1)〒852-8521 長崎市文教町1-14,長崎大学教育学部生物学教室
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313.キンチ ョウKalanc/70e tLLblj7ora (HaJVey)
Hamet(ベンケイソウ科)(図2)

長崎市平野町 [長崎3,4929-16-29],10m,

Mar.15.2∝)6,(No.19973)

図2.キンチョウ

南アフリカ原産で,観慾用に占くから栽培さ

れているが,世界各地の熱帯や亜熱帯に野生化

していることが知られており,日本でも沖縄で

は道端などにしばしば見られる.長崎市でもま

れに道端に野生化している.2∝)6年の冬は例年

より寒かったが,枯れることはなかった.熱帯

では1mの高さになるし,沖縄でも数10cmにな

るが,長崎市で野生化しているものは,5-20

cmと′トさい.

314.ムラサキウンラン (ヒメキンギョソウ)Li-

17ariabipartiteWiHd.(ゴマノハグサ科)

長崎市伊王島町馬込 [長崎4,4929-価-22],

3m,May3.2005,(No.19984)

北アフリカ,ポル トガル,スペイン原産で,

観井用に栽培されている.近年になって逸出し

たことが知られるようになったが,愛知県知多

半島では沿岸部に1960年よりも前から野生化し

ているのが地元の研究者によって知られており,

チタウンランの名で記録されてきた.

希少植物の産地追加

244.ミズワラビcerotopteris I/70licIoJVieles (L.)

Brongn.(ミズワラビ科)

西彼杵郡時津町日並郷白浜 [大村4,4929-

26-251,5m,Oct.12.2005,(No.19833)

かつては各地の水田に見られと思われるが,

除草剤に弱く,現在生育しているところは,蘇

山町,諌早市,大村市ぐらいであろう.上記の

産地もごくわずかに生育しているだけである.

245.ホウライシダAdI'a17ILLm CaPiI/LLSWe17erl's L

(ホウライシダ科)

長崎市三和町長南北[野母崎 1,4829-36-95],

2m,Apr.24.2(X施,(No.20021)

本校は二次的に市街地の溝などに生育してお

り,長崎市内にもしばしば見られるが,自然の

玉地では,ふつう海岸の湿った崖地に生育して

いる.そのような自生地は五島列島に知られて

いたが,長崎半掛 こも同様なTLL地に生育してい

ることが発見された.

246.リユウノヒゲモPolamogetonpecIinaluS L.

(ヒルムシロ科)

長崎市琴海町西海川下流 [大村4,4929-26-

23],Om,Jam.23.2005,(No.19823);大 村

市玖島町玖良川 【大村4,4929-27-76〕,Om,

Nov.15.2(氾5,(No.19859)

半かん水の池や川に生育する沈水植物で,袷

岸の開発で少なくなっている.大村淋 鎗岸には,

かつては多くの産地があったと思われるが,現

在は上記の産地を含めて3カ所である.

247.キノクニスゲcarex matsLImLLrae Franch.

(カヤツリグサ科)(図3)

長崎市野母崎町権現山海岸 [野母崎(D-2,

4829165189],70m,Apr.1.2∝札 (No.2(状)2)

図3.キノクニスゲ

海岸近くのタブ林の林床に生育する大型のス

ケで,全国的に珍しく,生育地のほとんどが小

さい島に限られている (図4).上記の産地も
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地形的に,島であったものが砂州で繋がった陸

けい島である.生育地は谷に面したタブ林の林

床から林綾部である.

tZ9' 1 - .･.･.･.一･.･.･.･.･.･.･..3一〇Jjド レ ′

128●23■.● 32° 皐.,..,...I:qd.∠>dク.,OC?

図4.長崎県におけるキノクニスゲの分布.星印
は新産地を示す.

248.タチハコベMoehrl-ngiatrL'nen,Lla(L)Clairv.

(ナデシコ科)

長崎市野母崎町樺島古町 [野母崎②-4,

4829-66-72],10m,Apr.16.2006,(No.20016)

長崎県ではこれまで西海市 (中西1998)と長

崎市千々町 (中西2002)に記録されているだけ

であった.上記の生育地は石段の割れ目で,本

種はアリ散布植物であるため,しばしばこのよ

うな立地に見られる.

249.シマキケマンCoTydalisEaShiroiMakino(ケ

シ科)

長崎市三和町宮崎 [野母崎 1,4829-36-36],

1m,May8.2∝略,(No.20022)

長崎県ではこれまで,長崎市矢上町 (絶滅),

西彼杵郡時津町 (絶滅),長与町堂崎鼻,野母

崎町岬木場に知られていたが,(中西1994)上

記の海岸にも2株生育していた.

250.サ ツマ ル リミノキLLZSianfhusjaponicus

Miquelvar.satsumensisMakino(アカネ科)

長崎市現川町山の神 [長崎1,4929-17-53],

110m,Feb.26.2(X施,(No.19926)

ルリミノキに似ているが,枝や葉柄,葉塞脈

上に毛が残ることで区別される.毛の多いもの

から少ないものまであり,北村 ･村田 (1971)

では品種扱いをしている.しかし,ルリミノキ

より南に偏って分布しているようで,大分県の

分布図でも南部に限って分布している (大分県

植物誌刊行会1989).長崎県ではすでに東彼杵

町千綿渓谷から記録されている (中西1991).

251.シソクサL,imnophilaaTVmatica(Lam.)Mer-

rill(ゴマノハグサ科)

西彼杵郡時津町日並郷白浜 [大村4,4929-

26-25],5m,Nov,9.2005,(No.19860)

低地の湿地に生育し,水田の縁に見られるが,

除草剤に弱いらしく,生育地は少なくなってい

る.これまで田平町,森山町,佐世保市,川棚

町,東彼杵町に記録されているが,現在では絶

滅したところもある.
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